
 

新型コロナウイルスとインフルエンザの同時感染 

 

 インフルエンザの流行期は冬である。新型コロナウイルス（新型コロナ）は暑

さ寒さに無関係のようだ。今度の冬これらは同時に流行することが懸念される。

これらのウイルスの構造や、感染の症状はよく似ている。両方とも RNA ウイル

スであり、呼吸器感染症である。  

 インフルエンザは感染すると２日ほどで症状が出る。飛沫などで排出されるウ

イルスの量は発症後増え始め、２～３日でピークとなり、５～６日でおさまる。

無症状の人は１０％しかおらず、ウイルスの排出量は少ない。 

 一方、新型コロナウイルスは感染後５～６日の潜伏期間があり、この間もウイ

ルスを排出し続け、発症日ごろピークを迎え、１０日以内におさまる。無症状の

人は約８０％いる。 

  

 

 



 

日本で今度の冬これらが同時に流行したらどうなるだろうか心配である。 

     

 

 
 上図は過去10年間の日本のインフルエンザ患者数である。今年の患者数は前

年度に比べても約3分の1と激減している。今年の日本の夏は南半球では冬であ

る。オーストラリアのインフルエンザ患者数も今年は激減していることが報告さ

れている。この理由は不明であるが、二つの仮説が考えられる。 

 仮説1：新型コロナの感染対策がインフルエンザの感染対策にも有効であっ

た。 

 仮説2：新型コロナウイルスがインフルエンザウイルスに干渉した。 

干渉の詳細は不明であるが、これに関する研究報告はまだない。 
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